


（Ｑ１）お住まい

（Ｑ２）応募した動機についてお答えください。（複数回答可）

（Ｑ３）１講座あたりの回数（回）についてお答えください。

（Ｑ４）講座全体を通しての満足度についてお答えください。

〈御意見〉

〈歴史セミナーで実施して欲しいテーマ〉

平成２５年度生涯学習セミナー「マロニエ文化学びのひろば」
歴史セミナー「発しん！！とちぎ古代への招待Ⅰ」　アンケート結果より
第１～２回　受講者数　１４５名　回答者数　７９名　回答　５４．４　％

趣味・教養のため

職業に生かすため

地域活動やボランティア活動に生かすため

72.1%

1.3%

49.3%

県外

満足できなかった

回答なし

わからない 4名

56.9%

0.0%

31.6%

11.3%

45名

自ら取り組む学習対象を探すため

1名その他

17名

回答なし

0名

適当だった

多かった

1名

22.7%

あまり満足できなかった

概ね満足できた

36名

少なかった

回答なし

満足できた 45.5%

1.2%

9名

5.0%

1.2%

余暇の活用のため 18名

57名

1名

16名

1.2%

20.2%

21.5%

1.2%

2.5%

34名

4名

1名

25名

43.0%

5.0%

・学芸員だからこそ話せるようなトピックスを期待していた。・表面的説明に終わり、歴史的な考案の着目が少な
かった。・下野への前方後円墳導入の遅れの背景から興味深かった。　・内容から云ってもう少し時間を掛けて
欲しい。・話の内容が少しかたく感じた。　・楽しく興味深い物を期待していた。・なぜ古墳を作るようになったの
か、なぜ作るのを止めてしまったのかなどの説明が欲しかった。・何がどうなって大和政権と栃木県の関わり、地
域性をみているのか全く分からなかった。・マイクの音が聞こえない（胸に付けるのではなく、マイクを持って話し
て欲しい）・スライドの字が後ろだと見えない（大きい文字と細かい字を区別して欲しい）・古墳にまつわる話（どの
ような豪族が支配していたか等）聞けると良かった。・広告の内容と講議がかみあってない。・古代に思いをはせ
るような夢やロマンのある話が織り込まれてると良かった。

・栃木県の農業の発展について栃木県内の外国人の居住や地域との関わりについて北関東３県と比較した栃木
県の特色。・縄文時代の全体から集団生活に関わる事柄について東日本と本県との違い、共通性。・出土物と土
俗的信仰について未解明の分野も併せて知りたい。　・埴輪・土器・鏡などを中心に詳しく説明して欲しい。・那須
地域における前方後円墳発生の過程についての説明。・県内の弥生時代の遺跡や出土遺物について知りたい。
・県内の古墳に関する講座を続けてもらいたい。・古代の垂飾品、装飾品等にいついて。・日本全体で下野はど
の位置なのか？・個人名の古墳までは分からないのか？・資料が多い。　・近世、近代、江戸等いろいろな時代
を知りたい。・異端などと呼ばれるものも面白いと思う。・文化会館で実施している｢文楽｣｢能｣講座を文化セン
ターでもとりあげて欲しい。・発掘資料にもとずきながらも、その当時の社会の様子を（中央との関係もおさえなが
ら）近隣関係も含めて講議して欲しい。・室町～江戸時代の文化（栃木県の独自の文化）　・古道について｢東山
道｣｢駅路と伝路｣｢官衙と群家｣・田母神俊雄さんの講演を聞きたい。　・栃木の樹木の古代～現代の移り変わ
り。・資料が多いのが有り難い。・那須地域における前方後円墳終了後の当地方における、その後の発展、衰退
なだど知りたい。・影響度合いなどできるだけ具体的に事例を含めて学びたい。・出土した物をもっと詳しく説明し
て欲しい。・日本の伝統文化を昨年にも増して講座として学習機会を与えて欲しい。・現地での学習など。

宇都宮市内

宇都宮市外

回答なし 2名

37名 46.8%

39名

1名




